














居住者ストーリー

体の衰えで住まいが不安

7 8 9

c a s e4 : 安心な住まいづくり

長年団地に住んでいるのですが、最近体力が衰えて、

玄関での靴の脱ぎ・履きがきつかったり、

お風呂で転びそうになったり、先々が不安です。

管理サービス事務所に行ったら、玄関
や廊下、浴室に手すりの設置ができる
ことや、介護保険制度※10を利用して、
福祉用具のサービスが受けられるこ
となどを教えてもらいました。

URと介護保険の制度を組合せて、トイ
レ・浴室・玄関に手すりを設置。浴室には
シャワーチェアと滑り止めマットを購入
しました。これで安心して暮らし続けら
れます。

ご相談の流れ

住宅改修・福祉用具の活用

ご案内

生活支援
アドバイザー

現在入居中の
お客様

相談

・ＵＲの住宅改修
・介護保険制度を活用した住宅改修
・福祉用具の活用

高齢者向け住宅

・健康寿命サポート住宅※1

・高齢者向け優良賃貸住宅※2 など
（階下移転制度※11のご案内もしています）

施工業者へ

住まいセンターへ

団地内移転

ご紹介

・福祉用具の購入費支給 ・福祉用具
  のレンタル

指定事業者へ

ケアマネジャー/地域包括支援センター※4

高齢者向け優良賃貸住宅や健康寿命サポート住宅など、高齢者向け賃貸住
宅のご案内、階下移転のための住まい探しのお手伝いなども行っています。
詳細はUR都市機構の住まいセンターにお問い合わせください。

URができること
・住戸内安全手すりの設置（トイレ・浴室）（無料）
・浴室洗い場の段差解消（床のかさ上げ）（有料）
・扉の折戸化（有料）

介護保険でできること
対象：介護保険制度の要支援・要介護認定※7を受けている方

住宅改修費支給上限額20万円：1～3割自己負担
　① 手すりの取り付け
　② 段差の解消
　③ 滑り防止等のための床材変更
　④ 引き戸等への扉の取り替え
　⑤ 洋式便器等への便器の取り替え
　⑥ その他住宅改修に付帯して必要となる住宅改修

介護保険制度を活用できる福祉用具の購入費助成やレンタル

・福祉用具購入費：ポータブルトイレ、入浴用椅子など5種目
　（年間上限額10万円：1～3割自己負担）
・福祉用具のレンタル：工事不要の手すり・スロープ、歩行器など13種目

要介護認定を申請し、「要支援」または「要介護」に認定された方は、手すりの取り付けなど住
宅改修を行うとき、20万円を上限に費用が支給されます。市区町村へ申請書及び工事完了後
書類等を提出すると費用の7～9割の払い戻しが受けられます（一旦工事費用全額の支払い
が生じます）。

・支給申請書
・住宅改修が必要な
理由書
・工事費見積書
・改修前の写真

介護保険制度およびURの制度を活用した住宅改修

ケアマネジャー※8

要支援・要介護者

住宅改修が必要な理由書

お住まいの市区町村

住宅改修費の支給

UR住まいセンター模様替承諾書
模様替えの相談・申請

事前相談

2

1

施工業者#d

お住まいの市区町村

工事費見積書

承諾

施工業者

工事

領収書・工事費内訳書

施工業者の選択・見積依頼

住宅改修事前申請

工事依頼

支払い

支給申請

3

4

5

6

7

〈手続きの流れ〉

改修工事前の
申請に必要な書類

・領収書
・工事費内訳書
・改修後の写真

改修工事後の
申請に必要な書類

相談 解決

高額な工事費用が
1割の負担で済みました！

手すりの設置などのほかにもできることがあります。

介護保険制度の助成を受けられる住宅改修

ケアマネジャーに相談し、無事に住宅改修ができて、トイレ・浴室

に手すりが付きました。また、使いやすい入浴用椅子など自分の

体に合った福祉用具が揃い、安心できる住まいが整いました。

生活支援アドバイザー
に相談してみました。

URと介護保険の制度を組合せて
安心な暮らしを実現。

※団地・地域により異なります。

　※改修については、事前にケアマネジャーおよび住まいセンターへご相談ください。

＃d：介護保険が適用できる施工業者については、
　　お住まいの市区町村にご確認ください。

※についてはP.12 用語集を参照ください。
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UR営業センターの高齢者相談窓
口でシニアアドバイザーにじっくり
話を聴いてもらいました。一人暮ら
しは心細いので、生活支援アドバイ
ザーがいる団地を選びました。相談
できる人がいて心強いです。

娘の家から、さほど遠くない団地に
住んでいます。近居の一番のメリット
は、孫の成長を見守れることですね。

四季を感じる木々が多く、
散歩することがとても楽し
みです。

集会所で開催されていた
「スマホ教室」に参加しました。
今度オンラインで、離れて暮ら
す孫とも会話してみたいです。

この地域に引っ越してきたばかり
ですが、団地のサークル活動に参加
したことで知り合いができました。
気軽に連絡のとれる友人がいる
のは居心地が良いですし、何か
あったときも心強いです。

同じ団地内の高齢者向け住宅やエレ
ベーター付住棟などを紹介してもらい
ました。1階に転居でき外出する意欲が
出て、買い物に行く回数が増えました。

足腰が弱くなり階段が大変になってきた母
ですが、介護保険制度や地域のサービスを
利用しながら住み続けることができること
を知りました。住宅改修や福祉用具の活用
もできれば生活が楽になりそうです。

安全な住まい

近居暮らし 暮らしのサポーター

緑豊かな空間

新しい生活様式
コミュニティ

団地にお住まいの
皆さまの声を集めました。

用語集

10 11 12

※１  健康寿命サポート住宅・・・高齢者の方が安全に住み続けられるように、移動に
　　 伴う転倒の防止等に配慮した改修や家賃減額を実施している住宅です。

※２  高齢者向け優良賃貸住宅・・・国の施策により、バリアフリー化等の改善や家賃

　　 減額を実施している住宅です。

※３  近居割・・・同じ団地または半径2ｋｍ以内の別の団地に二世帯が近居している
　　 など適用条件を満たした場合、５年間募集家賃から５％減額が適用される家賃
　　 減額制度です。

※4  地域包括支援センター・・・高齢者の暮らしをサポートする総合相談窓口です。
　　 窓口では、保健師、社会福祉士、主任ケアマネジャーなどが相談を受け付けて
　　 います。

※5  見守りサービス・・・高齢者の方に安心して暮らしていただくため、見守りサービス
　　 を提供しています（税込月額990円）。
　　 住宅内に人の動きを感知するセンサーを設置し、動きを検知できない場合、コー
　　 ルセンターから利用者に電話連絡をして安否を確認し、必要に応じて緊急連絡
　　 先に電話連絡を行うサービスです。

※6  あんしんコール・・・生活支援アドバイザーがいる団地で実施しています。安否
　　 確認を必要とする高齢者でご希望される方に、毎週１回あらかじめ決められた

　　 時間に電話による安否確認を行います。

※7  要介護認定・・・介護保険サービス利用のため、要介護度(要支援1・2、要介護1
　　 ～5の7段階)の判定をするものです。市区町村への申請が必要です。

※8  ケアマネジャー・・・介護を必要とする方やそのご家族から相談を受け、心身の状
　　 況に応じた介護サービスの計画作成・見直し、介護サービス事業者との連絡・調
　　 整を行う専門職です。

※9   基本チェックリスト・・・60歳以上の高齢者が自分の生活や健康状態を確認し、
　　 心身の機能で衰えているところがないかをチェックするものです。

※10  介護保険制度・・・社会保険の一つで、40歳以上の国民全員が加入する制度で
　　 す。介護保険料を支払うことによって、介護が必要になったときに、利用料の１～
　　 ３割を自己負担することで介護サービスが利用できます。（自己負担の割合は所
　　 得によります。）

※11  階下移転制度・・・階段の昇降に支障をきたしている方が、階下の住宅への移転
　　 を希望される場合、同じ団地内の上階から、１階またはエレベーター停止階の住
　　 宅をあっせんいたします。



UR営業センターの高齢者相談窓
口でシニアアドバイザーにじっくり
話を聴いてもらいました。一人暮ら
しは心細いので、生活支援アドバイ
ザーがいる団地を選びました。相談
できる人がいて心強いです。

娘の家から、さほど遠くない団地に
住んでいます。近居の一番のメリット
は、孫の成長を見守れることですね。

四季を感じる木々が多く、
散歩することがとても楽し
みです。

集会所で開催されていた
「スマホ教室」に参加しました。
今度オンラインで、離れて暮ら
す孫とも会話してみたいです。

この地域に引っ越してきたばかり
ですが、団地のサークル活動に参加
したことで知り合いができました。
気軽に連絡のとれる友人がいる
のは居心地が良いですし、何か
あったときも心強いです。

同じ団地内の高齢者向け住宅やエレ
ベーター付住棟などを紹介してもらい
ました。1階に転居でき外出する意欲が
出て、買い物に行く回数が増えました。

足腰が弱くなり階段が大変になってきた母
ですが、介護保険制度や地域のサービスを
利用しながら住み続けることができること
を知りました。住宅改修や福祉用具の活用
もできれば生活が楽になりそうです。

安全な住まい

近居暮らし 暮らしのサポーター

緑豊かな空間

新しい生活様式
コミュニティ

団地にお住まいの
皆さまの声を集めました。

用語集

10 11 12

※１  健康寿命サポート住宅・・・高齢者の方が安全に住み続けられるように、移動に
　　 伴う転倒の防止等に配慮した改修や家賃減額を実施している住宅です。

※２  高齢者向け優良賃貸住宅・・・国の施策により、バリアフリー化等の改善や家賃

　　 減額を実施している住宅です。

※３  近居割・・・同じ団地または半径2ｋｍ以内の別の団地に二世帯が近居している
　　 など適用条件を満たした場合、５年間募集家賃から５％減額が適用される家賃
　　 減額制度です。

※4  地域包括支援センター・・・高齢者の暮らしをサポートする総合相談窓口です。
　　 窓口では、保健師、社会福祉士、主任ケアマネジャーなどが相談を受け付けて
　　 います。

※5  見守りサービス・・・高齢者の方に安心して暮らしていただくため、見守りサービス
　　 を提供しています（税込月額990円）。
　　 住宅内に人の動きを感知するセンサーを設置し、動きを検知できない場合、コー
　　 ルセンターから利用者に電話連絡をして安否を確認し、必要に応じて緊急連絡
　　 先に電話連絡を行うサービスです。

※6  あんしんコール・・・生活支援アドバイザーがいる団地で実施しています。安否
　　 確認を必要とする高齢者でご希望される方に、毎週１回あらかじめ決められた

　　 時間に電話による安否確認を行います。

※7  要介護認定・・・介護保険サービス利用のため、要介護度(要支援1・2、要介護1
　　 ～5の7段階)の判定をするものです。市区町村への申請が必要です。

※8  ケアマネジャー・・・介護を必要とする方やそのご家族から相談を受け、心身の状
　　 況に応じた介護サービスの計画作成・見直し、介護サービス事業者との連絡・調
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